
蕊

八
音
楽
Ｖ

☆
新
春
筆
の
調
べ

９
日
（
日
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
民
音
／
一
八
○
○
円

★
神
戸
外
大
混
声
合
唱
団

９
日
（
日
）
３
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
四
○
○
円

☆
関
西
学
院
大
学
ア
メ
リ
カ
民
謡
同
好
会

廻
日
（
水
）
６
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
三
○
○
円

☆
甲
南
大
学
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
同
好
会

週
日
（
木
）
６
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
三
○
○
円

☆
雪
村
い
づ
み
・
沢
竜
一
一

道
行
き
コ
ン
サ
ー
ト

雪村いづみ

皿
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
／
二
○
○
○
円

★
甲
南
女
子
大
コ
ー
ラ
ス
部

皿
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
三
○
○
円

★
美
樹
克
彦

鱈
日
（
土
）
１
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
前
売
・
九
○
○
円
当
日
・
九
九

○
円

☆
バ
ン
バ
ン

晦
日
（
土
）
４
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
前
売
・
九
○
○
円
当
日
・
九
九

○
円

☆
ベ
ル
リ
ン
国
立
歌
劇
場
オ
ペ
ラ

指揮／オットマール･ スウィトナー

ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ

遮
日
（
火
）
６
時
大
阪
フ
ニ
ス
テ
ィ

バ
ル
ホ
ー
ル

コ
シ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ッ
テ

廻
副
（
水
・
）
６
時
大
阪
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
ホ
ー
ル

フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚

帥
、
（
木
）
５
時
半
大
阪
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
ホ
ー
ル

各
日
共
Ａ
・
一
五
○
○
○
円
Ｂ
・
一

三
○
○
○
円
Ｃ
・
一
○
○
○
○
円

Ｄ
・
八
○
○
○
円
Ｅ
・
五
○
○
○
円

Ｆ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
Ｏ
Ｘ
・
二
○
○

○
○
円

☆
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

型
日
（
土
）
６
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
無
料

☆
ス
タ
イ
リ
ス
テ
イ
ッ
ク
ス

塑
日
へ
日
」
６
時
神
戸
国
際
会
館

民
音
／
三
五
○
○
円

☆
荘
村
清
志

塑
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
一
六
○
○
円
Ｂ
・
一
三
○
○
円

☆
ホ
セ
・
フ
ェ
リ
シ
ア
ー
ノ

”
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
五

○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円
Ｃ
・
一

五
○
○
円

☆
紙
ふ
う
せ
ん

泌
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
音
楽
友
の
会
／
会
員
・
一
五
○

○
円
一
般
・
一
八
○
○
円

★
岡
村
喬
生
「
冬
の
旅
」

四
日
（
土
）
７
時
神
戸
文
化
巾
ホ
ー

ル
民
音
／
一
七
○
○
円

☆
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
プ

”
日
（
土
）
６
時
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
七
○
○
円
Ｂ
・
四
○
○
円

☆
美
輪
明
宏

鋤
日
（
日
）
２
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○

○
円

☆
神
戸
女
子
大
コ
ー
ラ
ス
部

誕
日
（
月
）
６
時
半
血
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
四
○
○
円

八
演
劇
Ｖ

☆
人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ

守
神
戸
の
催
し
物
ご
案
内
）
１
月

桐
朋
学
園
高
校
音
楽
科
に
在
学
中
、
一

九
五
八
年
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
第
一

位
入
賞
。
卒
業
後
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
給
費

生
と
し
て
ニ
ュ
ｉ
ヨ
ー
ク
の
ジ
ュ
リ
ア

ー
ド
音
楽
院
に
留
学
。
帰
国
後
、
一
九

七
一
年
、
音
楽
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

賞
、
一
九
七
四
年
、
大
阪
文
化
祭
賞
を

受
賞
。
現
在
大
阪
相
愛
女
子
大
学
音
楽

部
助
教
授
を
つ
と
砂
る
か
た
わ
ら
編
広

い
音
楽
活
動
を
行
う
関
晴
子
（
芦
屋
市

在
住
）
が
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
く
。
伴
奏

者
は
昨
年
、
芸
術
祭
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
大
阪
テ
レ
マ
ン
ア
ン
サ
ン
プ
ル
（
指

押
／
延
原
武
春
）

Ａ
・
二
○
○
○
円
Ｂ
一
五
○
○
円
を

そ
れ
ぞ
れ
一
割
引
。

ご
希
望
の
方
は
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
神
戸

子
っ
編
集
室
・
優
待
係
八
川
崎
Ｖ
ま
で

９
１
０
１
１
’

酷
牌
鰯
謹
碑
・
沙
瞬
適

嗣
引

穐
熱
鍵§

職

●
愛
読
者
優
待
席

神
戸
っ
子
読
者
に
左
記
の
ス
テ
ー
ジ
を

割
引
優
待
致
し
ま
す
。

☆
丸
山
圭
子
十
ブ
ッ
エ
ン
ド

ラ
ブ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

２
月
型
臼
（
月
）
６
時
神
戸
国
際
会

館Ａ
・
一
五
○
○
円
Ｂ
・
一
○
○
○
円

を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引
。

☆
ホ
セ
・
フ
ェ
リ
シ
ア
ー
ノ

２
月
即
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化

大
ホ
ー
ル

Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円
Ｃ
・
一
五
○
○
円

を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引
。

☆
関
晴
子
ピ
ア
ノ
嬬
奏
曲
の
夕

３
月
鵡
日
（
金
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル

灘

「
ぐ
る
ん
は
の
よ
う
ち
え
ん
」

「
お
や
じ
さ
ん
の
大
し
っ
ぱ
い
」

６
日
（
木
）
１
時
半

７
日
（
金
）
①
、
時
②
１
時
半

Ⅲ
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
前
売
・
九
○
○

円
当
日
・
一
○
○
○
円

☆
民
芸
「
炎
の
人
」

滝
沢
修
黒
田
郷
子

灯
日
（
月
）
廻
日
（
水
）
即
日
（
木
）

幻
日
（
金
）
聖
日
（
土
）
６
時
喝
分

配
、
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
労
演
／
一
七
○
○
将

作
／
三
好
十
郎
演
出
／
滝
沢
修

出
演
／
滝
沢
修
・
大
森
義
夫
・
伊
藤
隆

雄
ほ
か

八
そ
の
他
Ｖ

☆
初
笑
い
新
春
寄
席

２
日
（
日
）
１
，
日
（
月
）
①
ｎ
時
半

②
４
時
神
戸
国
際
会
館
指
定
席
／

一
五
○
○
円
自
由
席
／
一
○
○
○
円

出
演
／
レ
ッ
ッ
ゴ
ー
三
匹
・
桂
春
団
治

上
方
柳
次
、
柳
太
ほ
か

☆
吉
本
新
春
お
笑
い
寄
席

５
日
（
水
）
６
日
（
木
）
①
ｎ
時
②

２
時
半
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
指
定

席
・
二
○
○
○
円

★
大
え
び
す
寄
席

９
日
（
日
）
３
時
西
宮
市
民
会
館

Ａ
・
一
七
○
○
円
Ｂ
・
一
○
○
○
円

出
演
／
笑
桶
亭
仁
鶴
、
中
田
カ
ゥ
ス
・

ボ
タ
ン
、
桂
文
珍
ほ
か

★
神
戸
五
流
能

型
日
（
土
）
１
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ｓ
・
岡
○
○
○
円
Ａ
・
一
一
・
五
○

○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円
Ｃ
・
一
○

○
○
円

☆
市
民
映
画
劇
場
「
サ
ウ
ン
ダ
ー
」

妬
日
（
水
）
ｉ
鯛
日
（
金
）
６
時
半

”
日
（
土
）
１
時
半

☆
マ
リ
ア
ロ
ー
サ
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
団

型
日
（
日
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
／
三
○
○
○
円

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



重
森
守

一
‐
ワ
ー
ル
ド
」
と
い
え
ば
、
い
ま
や
日
本
中
に
知
れ
渡
る
ニ
ッ

ト
の
大
メ
ー
カ
ー
。
き
ら
び
や
か
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
世
界
で
、

お
お
か
た
の
ご
婦
人
方
を
ひ
き
つ
け
る
ブ
ラ
ン
ド
を
そ
ろ
え
た
ト

ッ
プ
企
業
で
あ
る
。

そ
の
創
始
者
で
あ
り
、
い
ま
も
代
表
取
締
役
・
会
長
と
し
て
君

臨
す
る
御
犬
、
さ
ぞ
や
シ
ャ
ー
プ
で
ス
マ
ー
ト
な
英
国
風
（
お
っ

と
、
ニ
ッ
ト
な
ら
本
場
は
イ
タ
リ
ア
か
）
の
紳
士
と
思
い
き
や
…
…

「
私
ぁ
、
い
な
か
の
百
姓
の
せ
が
れ
で
ね
、
ど
っ
ち
か
い
う
と
昔

型
の
男
で
す
よ
。
だ
い
た
い
、
人
間
は
小
さ
い
ネ
。
小
ぶ
り
で
す

わ
。
そ
の
代
り
、
固
い
こ
と
は
固
い
が
ね
え
」

五
十
三
歳
。
身
長
百
五
十
四
セ
ン
チ
。
失
礼
な
が
ら
、
ズ
ン
グ

リ
ム
ッ
ク
リ
型
で
は
あ
る
。

ま
か

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
い
う
た
か
て
、
そ
れ
は
も
う
社
長
以
下
に
委
せ

つ
き
り
。
私
自
身
、
セ
ン
ス
も
何
も
お
ま
へ
ん
の
や
。
（
ふ
っ
と

表
情
を
柔
ら
げ
て
）
こ
な
い
、
い
う
て
し
も
た
ら
い
か
ん
の
や
ね

こ
の
際
は
：
…
・
」

ふ
と
い
眉
ギ
ロ
ッ
と
光
る
眼
、
厚
い
唇
ｌ
強
靭
な
意
志
を

示
す
顔
の
道
具
立
て
の
一
つ
ひ
と
つ
が
、
暗
夜
の
灯
台
み
た
い
に

こ
ち
ら
を
照
ら
し
た
。

「
う
む
。
ま
ァ
、
負
け
ん
気
は
強
い
な
ぁ
。
背
の
低
い
の
は
誰
で

も
そ
う
や
な
い
か
な
。
体
力
は
ア
カ
ン
か
ら
、
ほ
か
の
何
か
で
見

返
し
た
ろ
、
い
う
と
こ
が
あ
る
も
ん
ね
え
」

創
業
は
昭
和
三
十
四
年
。
ジ
リ
ジ
リ
と
自
力
を
た
め
こ
ル
で
、

木
口
衛

口
人
間
模
様
〈
第
十
二
回
〉

石
橋
た
た
く
マ
ジ
メ
型
ノ
ワ
ー
ル
ド
（
株
）
会
長

内

ｌ
ｌｌＯ
Ｉ

こ
の
五
、
六
年
の
間
に
ア
レ
ョ
ア
レ
ョ
の
膨
張
ぶ
り
。
「
売
上
目

標
み
た
い
な
も
ん
、
た
て
た
こ
と
な
い
」
く
せ
に
、
平
均
六
、
七

割
の
急
成
長
を
と
げ
た
．
売
上
額
だ
け
を
み
て
も
’

六
年
前
、
八
十
億
円

一
昨
年
、
二
百
七
十
五
億
円

去
年
、
四
百
三
十
億
円

「
ど
う
と
い
う
こ
と
な
い
。
（
平
然
と
）
み
ん
な
、
自
然
増
で
す

わ
」
つ
ま
り
、
放
っ
て
お
い
て
も
、
ふ
え
て
い
っ
た
、
と
お
つ
し

や
る
の
で
あ
る
。

会
長
室
か
ら
眺
め
る
と
、
筋
向
か
い
の
一
等
地
に
十
階
建
の
新

社
屋
が
目
下
着
だ
と
建
設
中
。

な
ぜ
、
こ
ん
な
に
伸
び
た
ん
で
す
か
ね
え
。
ヒ
ケ
ッ
が
あ
っ
た

ら
、
教
え
て
も
ら
え
ま
へ
ん
か
。

「
そ
施
よ
う
聞
か
れ
る
け
ど
、
私
に
も
わ
か
り
ま
へ
ん
の
や
」

ま
さ
か
。
ア
ナ
タ
は
戦
後
、
裸
一
貫
、
新
開
地
の
ヤ
ミ
市
か
ら

身
を
起
こ
し
、
ワ
ー
ル
ド
を
こ
こ
ま
で
成
長
さ
せ
た
張
本
人
や
お

ま
へ
ん
か
。

「
う
－
む
。
ま
あ
、
ね
ぇ
。
条
件
は
一
つ
や
二
つ
じ
ゃ
な
い
け
れ

ど
一
番
の
ア
レ
は
経
営
者
と
社
員
が
相
互
信
頼
で
ガ
ッ
チ
リ
と
結

ば
れ
と
る
い
う
こ
と
。
こ
ん
な
会
社
、
ほ
か
に
お
ま
へ
ん
で
。
と

に
か
く
、
あ
ん
た
、
ウ
チ
の
従
業
員
が
外
へ
行
っ
て
、
会
社
の
悪

口
や
グ
チ
、
い
う
た
こ
と
は
一
遍
も
お
ま
へ
ん
の
や
」

ど
こ
で
も
中
小
企
業
は
普
通
、
十
七
、
八
年
も
や
っ
て
い
れ
ば

元
朝
Ⅱ
新
聞
神
戸
支
局
長
〉
題
字
／
望
月
美
佐
カ
メ
ラ
ノ
米
田
定
蔵
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幹
部
の
三
、
四
人
は
退
社
し
て
独
立
し
て
る
の
が
こ
の
世
界
の
習

い
。
そ
れ
が
、
ワ
ー
ル
ド
じ
ゃ
分
家
は
一
店
も
な
い
…
…
そ
う
な
。

な
ぜ
、
出
て
い
か
ん
の
で
す
か
。
せ
め
て
、
グ
チ
の
一
つ
ぐ
ら

い
、
ど
こ
か
で
洩
ら
し
て
る
は
ず
で
す
が
ね
え
。

「
い
や
。
う
ち
の
社
員
は
、
ひ
と
の
三
倍
も
働
い
て
る
ん
や
か
ら

給
料
は
ま
ァ
三
倍
と
ま
で
は
い
か
ん
け
ど
、
お
そ
ら
く
よ
そ
の
こ

も
う

倍
は
払
っ
と
る
。
そ
れ
で
も
会
社
は
儲
か
っ
て
る
、
い
う
毒
」
と
で

す
な
」

え
？
二
倍
も
・
・
・
…
？

「
（
ち
ょ
っ
と
、
あ
わ
て
て
）
こ
れ
は
、
た
と
え
の
話
や
。
二
倍

と
書
か
れ
た
ら
、
ま
た
ハ
ッ
タ
リ
い
う
た
と
社
員
に
怒
ら
れ
る
け

ど
…
…
。
ま
ァ
、
う
ち
の
待
遇
が
い
い
の
は
、
世
間
で
も
み
ん
な

知
っ
て
ま
す
か
ら
な
一
ノ
」

今
年
の
大
学
卒
初
任
給
は
十
万
余
円
。
ボ
ー
ナ
ス
の
支
給
額
は

ヅ

発
表
す
る
と
（
あ
ま
り
に
も
多
い
の
で
）
全
繊
同
盟
が
困
る
や
ろ

と
、
い
つ
も
何
カ
月
分
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
と
い
う
あ
い
ま
い
な
表

現
で
「
ご
ま
か
し
て
ま
ン
の
や
」
と
い
う
次
第
。

．
…
や
舎
医

な
ん
と
も
羨
し
い
話
。
貧
乏
人
の
ヒ
ガ
ミ
じ
ゃ
な
い
が
「
カ
ネ

の
力
で
、
人
の
和
を
保
つ
と
る
ん
で
し
よ
」
な
ん
て
口
走
り
た
く

な
っ
て
き
た
ほ
ど
だ
。

こ
の
会
社
、
平
均
二
十
三
歳
半
と
い
う
若
さ
な
の
も
大
き
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
ひ
と
つ
。
四
年
前
、
こ
の
人
か
ら
社
長
の
座
を
譲
ら

れ
た
畑
崎
氏
に
し
て
も
、
最
近
四
十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
。
あ
と

は
み
ん
な
三
十
代
以
下
だ
そ
う
な
。

「
い
ま
三
十
歳
の
連
中
が
四
十
す
ぎ
に
な
る
こ
ろ
に
は
、
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
つ
し
や
る
け
ど
ね
え
」

や
っ
と
世
間
な
み
の
心
配
を
し
て
み
せ
て
頂
い
た
。
が
、
そ
れ

も
十
年
先
の
こ
と
…
…
。

Ｊ
■〆“

・
ざ
・
角
、
乳
ｒ
ご
一
操

1１
１
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て
、
ア
ホ
で
も
儲
か
っ
た
。
五
日
お
き
ぐ
ら
い
に
正
礼
つ
け
か
え

て
、
値
上
げ
し
て
ま
し
た
よ
。
そ
や
け
ど
、
あ
の
時
分
、
バ
カ
で

ぜ
に

か
い
儲
け
で
ア
ブ
ク
銭
つ
か
ん
だ
人
は
、
み
ん
な
つ
ぷ
れ
て
し
も

た
。
私
ら
、
仕
入
れ
の
た
め
に
値
上
げ
し
た
だ
け
で
、
ず
－
つ
と

マ
ジ
メ
に
、
こ
つ
こ
つ
正
道
い
っ
て
ま
し
た
か
ら
な
ぁ
、
ヤ
ミ
屋

い
う
た
か
て
、
悪
い
こ
と
し
た
と
は
思
て
ま
へ
ん
で
」

や
が
て
、
独
立
。
中
山
手
の
一
角
に
七
坪
の
店
を
持
っ
た
。
店

も
体
も
小
さ
い
け
ど
、
社
名
は
で
き
る
だ
け
デ
ッ
カ
イ
の
生
起
と
知

恵
を
し
ぼ
っ
て
つ
け
た
の
が
「
ワ
ー
ル
ド
」
だ
。

「
お
客
に
は
笑
わ
れ
ま
し
た
け
ど
な
、
い
ず
れ
、
世
界
中
に
ウ
チ

の
製
品
を
買
わ
し
た
ろ
、
と
意
気
ご
み
は
大
き
か
っ
た
ん
で
す
よ
」

夢
が
現
実
に
な
っ
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
旗
手
と
し
て
、
い
ま
や

当
た
る
も
の
な
き
隆
盛
ぶ
り
。

か

「
私
は
堅
実
型
、
社
長
は
〃
や
り
た
が
り
″
う
ま
い
こ
と
佼
み
お

う
て
、
あ
ぶ
な
げ
な
い
、
ち
ゅ
う
と
こ
で
す
な
」

が
、
い
く
ら
儲
か
っ
て
も
、
ご
当
人
は
相
変
わ
ら
ず
地
味
な
も

の
。
客
の
接
待
は
し
な
い
主
義
だ
か
ら
、
夜
の
街
で
ツ
ケ
の
き
く

と
こ
ろ
一
つ
な
い
。
麻
雀
も
ダ
メ
。
と
き
た
ま
日
曜
に
ゴ
ル
フ
を

す
る
か
、
謡
曲
を
う
な
る
ぐ
ら
い
が
関
の
山
ら
し
い
。

そ
れ
じ
ゃ
、
一
体
、
余
暇
は
な
に
し
て
ま
す
ね
ン
。

「
お
か
ぁ
ち
ゃ
ん
を
大
事
に
し
て
ま
す
。
（
笑
っ
て
）
ち
ょ
っ
と

変
わ
り
ダ
ネ
で
つ
せ
、
私
は
。
世
間
で
も
〃
珍
し
い
タ
イ
プ
や
″

い
う
こ
と
で
通
っ
て
ま
す
わ
な
ぁ
」

立
志
伝
中
の
人
物
に
は
、
こ
ん
な
石
部
金
吉
サ
ン
が
ま
ま
い
ら

っ
し
ゃ
る
。
ま
こ
と
に
つ
き
あ
い
に
く
い
人
種
で
あ
る
。

な
ん
ぞ
、
夢
み
た
い
な
も
ん
、
持
っ
て
お
ら
れ
な
い
の
で
す
か

ね
え
。

「
夢
と
か
目
標
と
か
語
る
の
、
不
得
手
で
す
わ
。
い
つ
も
夢
を
い

う
人
に
限
っ
て
、
足
元
に
な
ん
に
も
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
や
ん
」

な
ん
と
い
う
現
実
主
義
者
／
夢
ぎ
ら
い
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
屋

さ
ん
な
ん
て
．
．
…
．

「
Ｋ
Ｆ
Ｃ
（
コ
ー
ベ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
シ
テ
ィ
）
と
い
う
協
同

組
合
つ
く
っ
た
け
ど
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
会

イ

1 1 2

ワ
ー
ル
ド
と
い
え
ば
ニ
ッ
ト
ひ
と
す
じ
。
そ
れ
も
企
両
ｌ
製

造
ｌ
卸
し
と
自
社
一
貫
作
業
の
強
み
が
モ
ノ
を
い
っ
て
る
．
お

ま
け
に
受
注
し
て
か
ら
生
産
す
る
と
い
う
石
橋
を
叩
く
主
義
。
小

売
店
か
ら
の
返
品
は
、
い
っ
さ
い
受
け
つ
け
な
い
強
気
の
商
法
。

長
い
間
、
い
く
ら
儲
か
っ
て
も
土
地
ひ
と
つ
買
わ
ず
、
ひ
た
す
ら

手
綱
を
締
め
て
ば
か
り
き
た
手
堅
さ
１
．

商
売
と
し
て
は
、
ま
こ
と
に
オ
モ
シ
ロ
ミ
の
な
い
、
地
道
な
作

戦
に
徹
し
て
き
た
ん
で
す
ね
え
。
ど
う
し
て
、
そ
ん
な
に
シ
ブ
い

ん
で
す
か
。

「
そ
れ
が
ね
え
、
（
息
を
ひ
そ
め
て
）
実
は
、
独
立
し
て
一
年
そ

こ
そ
こ
の
と
き
、
倒
産
に
ひ
っ
か
か
っ
て
、
え
ら
い
目
に
お
う
た

ん
で
す
わ
」

在
庫
の
品
を
現
金
で
叩
い
て
安
く
仕
入
れ
る
。
そ
れ
を
百
貨
店

向
け
の
問
屋
筋
へ
「
手
形
で
い
い
か
ら
」
と
高
く
卸
す
。
そ
ん
な

商
売
を
し
て
い
た
と
き
、
問
屋
の
一
つ
が
倒
産
。
計
一
千
百
五
十

万
円
の
手
形
が
、
た
だ
の
紙
切
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

「
十
七
年
前
で
す
か
ら
な
ぁ
。
一
千
万
円
は
大
き
い
お
ま
し
た
。

ま
ァ
、
欲
に
目
が
く
ら
ん
で
や
ら
れ
た
ん
や
と
、
こ
れ
を
い
い
教

訓
に
し
た
ん
で
す
わ
」

も
と
も
と
、
固
く
て
マ
ジ
メ
で
通
し
て
き
た
お
か
げ
で
、
銀
行

も
メ
ー
カ
ー
も
協
力
し
て
く
れ
た
か
ら
、
立
直
り
は
早
か
っ
た
。

以
来
、
順
風
満
帆
。

「
あ
と
は
、
ず
－
つ
と
、
も
う
け
さ
し
て
も
ろ
て
ば
か
り
」
と
い

う
結
構
な
航
海
な
の
で
あ
る
。

「
若
い
こ
ろ
徹
底
的
に
苦
労
し
と
る
か
ら
、
倒
産
し
た
か
て
自
殺

し
よ
う
な
ん
て
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
し
…
…
」

も
と
も
と
、
裸
一
貫
の
人
生
だ
。

岡
山
生
ま
れ
。
百
姓
が
イ
ヤ
で
、
尋
常
高
等
小
学
校
を
出
る
と

一
人
で
中
国
大
陸
へ
渡
っ
た
。
「
大
福
も
ち
一
一
つ
で
昼
め
し
代
わ

り
」
と
い
う
生
活
。
二
十
一
一
歳
の
と
き
終
戦
。
リ
ュ
ッ
ク
と
三
十

キ
ロ
の
梱
包
一
つ
も
っ
て
帰
国
し
た
。
中
身
は
新
品
の
メ
リ
ヤ
ス

な
ど
繊
維
製
品
ば
か
り
。
大
陸
仲
間
一
一
人
と
と
も
に
、
こ
れ
を
新

開
地
の
ヤ
ミ
市
で
売
り
始
め
た
の
が
商
売
の
第
一
歩
だ
っ
た
。

「
つ
ま
り
、
ヤ
ミ
屋
で
す
わ
な
。
純
綿
い
う
だ
け
で
有
難
が
ら
れ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



』。

。
』
ご
』
砕
舜

牛
・
崎
ラ
ゼ
州
洋
丙
鍔

一
Ｊ
Ｊ
神
ｕ
Ｊ
助
言
ｓ

弧
糾
ナ
ラ
ｒ
州
罫
廿
執

逮
官
撰
沖
貯
猷
丙
苦
斗

。
ｎ
ｓ
・
０
・
鈴
が
片

訪
叶
剖
誰
ぺ
，
掛
龍
・

６
粁
〃
蕪
ミ
サ
Ｊ
悪
罵

で
代
糾
舜
斤
庁
医
ｓ
バ

ィ
３
口
何
湘
唯
ｓ
チ
汁

が
が
３
斤
ザ
瓶
〃
ｓ
号

感
ｓ
興
酬
ざ
で
代
執
奔

軍
〃
０
》
が
パ
ラ
ヲ
升

釧
汁
学
一
号
く
・
ラ
ロ

α
淵
琶
・
舜
何
、
サ
ラ

畦
矧
釧
や
ｒ
守
庁
①
Ｊ

う
で
〃
管
労
槻
茜
ン

一
雑
貯
斗
で
、
斗
削
⑳

一
茜
汁
諮
酬
風
示
謎
ｒ
天

針
斗
言
Ｊ
執

ｒ
へ
弾
庁
執
母
電
庁

ｒ
・
Ｈ
離

肝
Ｈ
Ｓ

。PR‘苦き昨僻仰
L I 丙擬雪，再一号･ 興昔ｒＹラ奔丙諾, - ( ０テヘ井当､ ､ I L -

剖
言
（
が
祷
謡

丙
猷
維
八
減
僻
Ｊ

再
何
靭
ぞ
辱
き
〈

眺
庁
〈
、
帆
執
・
が

い
言
が
ラ
ヰ
頑
剖

鈴
舜
鵜
呼
廿
鋪
デ

ラ
郡
〃
洲
。
。
・

・
叶
う
強
鍔
汁
婚

郎
“
が
〃
０
恥
鵜

ｒ
ｌ
“
両
院
抄
討

ＹＳ
Ｏ
録
ご
陸
雨
到
一
一

作
ｓ
０
号
号
Ｈ
労

、
時
代
い
言
恥
酬

帆
器
紗
デ
ー
黙
侭

蔑
時
喜
圧
釧
剖
刺

蝿
型
ｓ
ペ
叫
釧
耐

て
０
鴎
、
乱
〃
写

逼
興
ご
守
逼
勤
釧

宙
０
什
庁
ぐ
Ⅶ
ｌ

ミ
バ
強
廿
山
易
一
盈

い
う
酉
Ｈ
ｙ
Ｊ
丙

ｒ
〈
畔
ｒ
耐
汽
部

ヲ
貯
準
維
訓
強

・
ず
》
畔
強
罫

舜
庁
酬
圧
７

ヲ汗§bI碕職函興Ｐｗ､『神_’

【､『｡､色+僻『吾丙雪害>imi，き
ぶ．、汁圧裟嚇育言Ｏ

「母対､塁+僻写sf･再蕪
訓U v ラ，言汁仰齢（『潔
汽亜捧鍔, ＡＯＩサヨ丙, 可１
粁野割，琶寸号Ｓぶ･ ラ
＃ぴ進八ご缶Ｏが（暦管守舜
蕊罰〆( 『僻。宮井再勤ｕｆ
寓育罫計Ｓ、蛍入向Ｓ津
皿時獣竺Ｓ部。計『舟r
IRim異鍔維侍，八Ｏｌｄ垂』八０
藷廿諦寺映封…や↓’
，( 圧”醇叫〃誤」己

n-
oNv熱、j'ず｢､『‘､』γ叫

Ｃ

ｒ渥毒Ｉｌｏ碧芦1両需景
s顎維病瓜回享再八庁豊
､ 『揃恥』肝言片言‘' ｊＥ

「紳諦号伽曾
筈

i､『ざへ(･癖即洋ﾗラ：
ｓ~ 井識再劃維嘩ｇ
ｏざ､．+釧嘩跡,､』州｡鵜舜斥
細>H・寺～雲､j噸｡些誤制
,寺(-;洋恥,､{僻｡寺Uw」ミ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



庵

Ｂ

●ＫＯＢＥに神戸らしい店を｡ 遮…●

謹賀新年
昭和5 2 年元1 1 .

謹蕊識箪雲…蝋i嬢灘鍵露:|霧.~耀雪

本年もよろしくお願い申しあげます

信頼される

lK韓雛
柵K 剛

信頼される

lK韓雛
柵K 剛

店舗装備のブロフエ| ツシヨナル
㈱神戸日建慰Ⅲ零
蕪戸市葺合区御幸通3 丁自' ：列訂
ＰＨ○ＮＥＯ7 8 ( 2 5 1 ) 3 5 2 5 ( 代）”雲※鶏箪

店舗装備のブロフエ| ツシヨナル
㈱神戸日建慰Ⅲ零
蕪戸市葺合区御幸通3 丁自' ：列訂
ＰＨ○ＮＥＯ7 8 ( 2 5 1 ) 3 5 2 5 (代）”雲※鶏箪

114

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



鱈しそうな夏目夫妻

●
エ
ロ
ス
追
求
と

ア
ポ
ロ
打
上
げ
を

山
陽
電
鉄
の
宣
伝
部
長
と
し

て
、
ま
た
エ
ロ
ス
研
究
家
と
し

て
細
い
体
躯
に
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ

ュ
な
活
躍
を
続
け
た
山
本
芳
樹

さ
ん
が
如
月
釦
日
で
退
職
。
そ

の
慰
労
感
謝
の
「
山
本
芳
樹
氏

百
人
会
」
が
須
磨
・
寿
楼
で
ｎ

月
四
日
に
開
か
れ
た
。
昨
年
美

し
い
奥
さ
ん
を
迎
え
ら
れ
ハ
リ

キ
リ
芳
樹
さ
ん
を
励
ま
そ
う
と

川
人
が
集
ま
り
、
小
池
義
人
、

福
田
義
文
、
柴
田
旭
堂
、
春
木

一
夫
、
広
瀬
安
美
、
吉
田
泰
己

今
岡
頚
子
さ
ん
ら
多
彩
な
顔
ぶ

れ
だ
っ
た
。
（
中
央
山
本
さ
ん
）

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

山本万司さんを囲んで( マイクを手にするのが山本画伯）

驚
聡

１
１１５
１

劇
団
神
戸
の
演
出
家
夏
目
俊

二
さ
ん
が
、
女
優
の
小
倉
啓
子

さ
ん
と
、
月
灯
日
ベ
ル
ギ
ー
の

レ
ー
ス
の
町
ブ
ル
ー
ジ
ュ
市
で

ブ
ル
ー
ジ
ュ
市
長
の
も
と
で
結

婚
。
ド
イ
ツ
、
ウ
ィ
ー
ン
、
チ
ュ

ー
リ
ッ
ヒ
、
ア
テ
ネ
と
ハ
ネ
ム

ー
ン
を
楽
し
み
、
ｎ
月
配
日
帰

国
。
担
月
４
日
貿
易
セ
ン
タ
ー

型
Ｆ
の
バ
ー
グ
特
別
室
で
結
婚

披
露
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
た
。

長
島
隆
市
民
局
長
、
安
水
稔
和

夫
さ
ん
ら
の
ス
ピ
ー
チ
。
松
本

③
結
婚
し
て
太
っ
た
夏
目
さ
んなごやかな夏目夫妻を祝う会

山
本
万
司
氏
八
国
画
会
会
員

ｖ
の
近
作
展
「
花
と
ヌ
ー
ド
と

姑
娘
と
」
シ
リ
ー
ズ
が
ギ
ャ
ル

リ
ー
「
神
戸
時
代
」
で
開
か
れ

た
。
そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
記

念
し
て
ｕ
月
妬
日
（
午
後
６
時
）

パ
ー
テ
ィ
が
ひ
ら
か
れ
山
本
万

司
氏
ご
夫
妻
を
囲
み
和
や
か
な

歓
談
の
ひ
と
と
き
を
過
し
た
。

当
日
、
神
戸
新
聞
の
伊
藤
誠

さ
ん
、
山
本
芳
樹
さ
ん
、
工
学

博
士
の
山
本
忠
弘
さ
ん
、
神
戸

文
化
ホ
ー
ル
の
森
田
副
館
長
な

ど
が
お
祝
い
に
か
け
つ
け
た
。

っ
て
、
元
町
画
廊
の
佐
藤
廉
さ

ん
の
作
家
を
見
守
る
姿
も
満
足

そ
う
。

☆
山
本
万
司
個
展
オ
ー
プ
ン
ノ
．

幸
三
夫
妻
や
、
近
術
真
理
、
阿

部
望
さ
ん
ら
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
や

唄
が
あ
る
な
ど
な
ご
や
か
で
、

大
川
き
よ
し
、
浜
田
義
則
さ
ん

ら
劇
団
員
ら
約
知
人
が
新
し
い

門
出
を
祝
っ
た
。

●
パ
リ
帰
り
の
鴨
居
玲

松
本
宏
画
伯
も

恒
例
の
元
町
画
廊
の
具
象
五

人
展
が
、
ｎ
月
釦
日
ｌ
旭
月
ｎ

日
ま
で
開
か
れ
、
初
日
に
は
、

パ
リ
か
ら
帰
神
し
た
鴨
居
玲
、

松
本
宏
画
伯
に
、
西
村
功
、
河

野
通
紀
、
中
西
勝
画
伯
ら
五
人

全
員
が
久
々
に
集
っ
て
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
。
友
人
、
仲
間
が
自

然
に
集
い
画
廊
は
大
賑
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
ぶ
つ
つ

け
あ
っ
て
の
絵
は
、
手
ご
た
え

の
あ
る
充
実
さ
と
愉
し
さ
が
あ力作を競う五人展のオープニング風景
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篭

「
お
父
ち
ゃ
ん
ネ
コ
言
う
て
も
こ
れ
く
ら
い
大
き
か
っ
た
ら
ネ
ズ

ミ
も
い
っ
ぺ
ん
に
お
ら
ん
よ
う
な
る
や
ろ
な
あ
／
●
。
そ
れ
に
ス
タ

イ
ル
も
え
え
し
、
だ
い
い
ち
、
も
の
す
ご
い
え
え
顔
し
て
は
る
。

家
で
飼
わ
れ
へ
ん
も
ん
や
ろ
か
Ｉ
」
私
服
の
ボ
ク
の
横
に
い
た
お

方
の
声
／
、
そ
れ
は
、
中
国
、
天
津
市
よ
り
オ
オ
ャ
マ
ネ
コ
が
到

着
し
た
翌
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

動
物
園
生
活
二
十
六
年
の
ボ
ク
、
た
ま
に
は
長
靴
に
作
業
服
を

脱
ぎ
す
て
、
ネ
ク
タ
イ
に
背
広
。
カ
メ
ラ
片
手
に
〃
美
人
″
と
連

れ
だ
っ
て
（
こ
こ
は
女
房
に
内
緒
）
お
客
さ
ん
で
園
内
見
学
と
シ

ャ
レ
て
見
た
く
も
な
る
。
い
や
、
事
実
。
と
き
折
り
私
服
姿
で
知

ら
ん
顔
。
雑
踏
に
潜
り
こ
ん
で
は
入
園
者
の
〃
ご
感
想
″
を
取
材

し
て
ま
わ
る
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
我
々
の
仕
事
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
ん
な
愉
快
な
会
話
を
耳
に
さ
せ
て
貰
っ
た
の

だ
。
大
き
く
と
も
小
さ
く
と
も
ネ
コ
と
名
の
つ
く
こ
と
が
、
一
般

の
方
々
に
あ
や
ま
り
を
起
さ
せ
て
い
る
。
と
に
か
く
イ
エ
ネ
コ
の

大
形
で
、
野
山
に
す
む
も
の
を
ヤ
マ
ネ
コ
と
よ
ぶ
の
だ
。
と
ス
ト

レ
ー
ト
に
イ
エ
ネ
コ
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
だ
。

「
あ
／
や
っ
ぱ
り
う
ち
の
ネ
コ
と
同
じ
に
手
で
顔
を
洗
っ
て
い

る
」「

座
り
方
が
ま
た
、
ま
ね
き
ネ
コ
そ
の
ま
ま
や
／
」

「
そ
れ
に
あ
の
短
い
尾
、
切
っ
て
あ
る
の
と
ち
が
う
／
●
」

い
や
は
や
、
こ
れ
み
な
動
物
園
側
の
説
明
不
足
。
責
任
を
痛
感

ロ
中
国
産
オ
オ
ヤ
マ
ネ
コ

爵 Ｅ
』
弄
蛾
・
麗
凋
彰
壊
蒋
瓢
咽

蕊“

;灘

さ
せ
ら
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。

〔
ネ
コ
科
の
仲
間
〕

ト
ラ
、
ラ
イ
オ
ン
、
ヒ
ョ
ウ
、
が
ネ
コ
科
の
動
物
で
我
々
の
飼

う
イ
エ
ネ
コ
と
も
近
い
同
じ
ネ
コ
科
に
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
の
と

お
り
。だ

が
、
ネ
コ
科
を
さ
ら
に
ヒ
ョ
ウ
亜
科
と
チ
ー
タ
ー
亜
科
。
そ

し
て
ネ
コ
亜
科
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の
ネ
コ
亜
科
を
さ
ら

は
ま
た
ヤ
マ
ネ
コ
群
と
イ
エ
ネ
コ
群
と
に
分
け
る
こ
と
を
知
っ
て

頂
き
た
い
。
も
ち
ろ
ん
オ
オ
ヤ
マ
ネ
コ
は
ヤ
マ
ネ
コ
群
に
は
い
る

わ
け
だ
。

さ
て
、
そ
の
特
徴
を
ひ
ろ
っ
て
み
よ
う
。

◎
猛
然
と
相
手
を
攻
撃
す
る
と
き
あ
の
す
ご
い
「
ほ
え
声
」
を
だ

す
こ
と
が
で
き
る
の
は
ト
ラ
や
ラ
イ
オ
ン
な
ど
ヒ
ョ
ウ
亜
科
。
ヤ

マ
ネ
コ
は
「
ほ
え
声
」
を
出
せ
な
い
。

◎
チ
ー
タ
ー
亜
科
は
ネ
コ
科
に
あ
り
な
が
ら
、
シ
メ
を
ひ
っ
こ
ま

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ど
か
な
り
の
ち
が
い
を
も
っ
て
い
る
。

◎
ヤ
マ
ネ
コ
群
の
耳
は
先
が
と
が
っ
て
お
り
、
と
く
に
オ
オ
ヤ
マ

ネ
コ
の
耳
の
先
端
に
長
い
冠
毛
が
あ
る
の
も
特
徴
の
ひ
と
つ
。
そ

れ
に
ひ
き
か
え
イ
エ
ネ
コ
の
耳
は
ま
る
型
が
基
本
型
。

◎
背
や
胴
の
斑
点
が
ヤ
マ
ネ
コ
で
は
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
背
骨
に

そ
っ
て
頭
か
ら
尾
の
方
向
に
流
れ
て
い
る
。
そ
の
反
対
に
イ
エ
ネ

コ
は
背
か
ら
四
肢
に
向
け
流
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。

。
ま
た
水
を
嫌
う
イ
エ
ネ
コ
に
対
し
ヤ
マ
ネ
コ
は
た
く
み
に
泳
ぐ

こ
と
も
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。

〔
ま
る
で
家
具
だ
っ
た
輸
送
オ
リ
〕

そ
の
日
、
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
十
六
日
、
大
阪
空
港
に
到
着

し
た
中
国
民
航
機
か
ら
運
び
出
さ
れ
た
四
つ
の
輸
送
オ
リ
を
眼
前

に
ボ
ク
は
、
も
う
無
事
だ
ろ
う
か
？
な
ど
と
い
う
気
持
で
オ
リ
の

中
を
の
ぞ
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

濃
い
つ
や
の
あ
る
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
の
エ
ナ
メ
ル
で
上
塗
り
さ
れ

た
運
送
オ
リ
。
や
や
背
の
高
い
２
個
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
ヅ
ル
。
少
し

長
め
の
２
個
が
オ
オ
ヤ
マ
ネ
コ
だ
っ
た
が
、
ク
ロ
ー
ム
メ
ッ
キ
の

取
手
金
具
に
鉄
格
子
。
オ
リ
の
底
に
は
ス
ノ
コ
が
敷
か
れ
、
天
井

は
頭
を
保
護
す
る
た
め
厚
い
コ
ー
ル
テ
ン
が
張
ら
れ
、
前
後
の
落

１
１
１
ｉ
ｌ

どうですもこのりりしい顔立ち

目

睡珍. . ．, ：
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と
相
成
っ
て
し
ま
っ
た
護
物
を
狙
う
鋭
い
目
つ
き
の
オ
ォ
ャ
マ
ネ
コ

何
に
せ
、
日
没
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
人
間
側
に
不
利
と
な
っ

た
こ
と
か
く
せ
な
い
。
予
定
さ
れ
た
飼
育
舎
に
、
そ
の
家
具
の
よ

う
な
オ
リ
を
押
し
あ
て
、
さ
て
、
扉
を
上
方
に
引
開
け
た
ら
ど
う

だ
ろ
う
。
外
灯
や
照
明
灯
の
明
る
さ
が
逆
効
果
と
な
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
オ
リ
内
で
の
移
動
生
活
に
馴
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
全

開
さ
れ
た
扉
に
さ
え
知
ら
ん
顔
。
一
向
に
外
へ
出
て
頂
け
な
い
。

ち
ょ
っ
と
近
づ
け
ば
、
す
か
さ
ず
キ
バ
を
む
き
襲
い
か
か
っ
て
き

た
。
旅
の
疲
れ
と
対
面
す
る
人
の
ち
が
い
が
分
る
の
だ
ろ
う
か
オ

リ
か
ら
出
た
と
た
ん
に
二
頭
は
飼
害
思
貢
と
こ
ろ
狭
し
と
ば
か
り

〃
キ
キ
鼻
″
を
す
り
寄
せ
、
歩
き
回
り
、
や
っ
と
の
こ
と
座
っ
て

空
港
で
の
通
関
手
続

き
な
ど
終
了
ま
で
約
一

時
間
少
々
と
い
う
ス
ピ

ー
ド
振
り
も
日
中
友
好

使
命
と
い
う
動
物
た
ち

へ
の
関
係
機
関
の
ご
配

慮
の
あ
っ
た
こ
と
言
う

ま
で
も
な
い
。

午
後
六
時
前
、
無
事

動
物
園
に
到
着
。
二
カ

月
の
工
事
期
間
で
仕
上

っ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
舎
へ

は
す
ぐ
放
鳥
し
て
や
っ

た
が
、
オ
オ
ヤ
マ
ネ
コ

は
少
女
苦
心
す
る
こ
と

し
式
オ
リ
の
扉
は
音
も
な
く
ゆ
る
り
と
す
べ
り
落
ち
る
と
い
う
手

仕
上
げ
作
り
。
そ
れ
に
何
よ
り
も
オ
リ
の
中
の
動
物
た
ち
へ
の
不

安
を
考
え
、
鉄
格
子
出
入
扉
に
、
本
格
的
な
シ
ル
ク
の
カ
ー
テ
ン

が
取
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
事
だ
っ
た
。
そ
の
カ
ー
テ
ン
を
そ
お
－

と
開
け
て
み
る
と
い
ま
し
た
、
い
ま
し
た
。
こ
の
可
愛
い
い
瞳
を

ボ
ク
に
向
け
ハ
ナ
を
す
り
寄
せ
近
づ
い
て
き
て
く
れ
た
の
は
よ
か

っ
た
が
、
つ
い
得
意
に
な
っ
た
こ
と
が
失
礼
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
ブ
ー
ツ
」
と
、
初
対
面
の
攻
撃
を
ボ
ク
に
あ
び
せ
て
き
た
。…

８
１
１
１
１

く
れ
た
の
は
一
一
昼
夜
す
ぎ
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。

到
着
の
翌
日
、
宮
崎
神
戸
市
長
参
列
に
よ
る
動
物
引
渡
式
有

典
。
そ
の
日
、
ボ
ク
は
入
園
者
に
ま
ぎ
れ
、
入
園
者
方
々
の
ご
意

見
を
耳
に
し
た
の
で
あ
る
。

〔
奇
偶
十
六
の
日
旅
立
ち
〕

神
戸
市
の
姉
妹
都
市
、
中
国
天
津
市
へ
、
神
戸
生
れ
の
キ
リ
ン

を
贈
る
た
め
、
オ
リ
に
馴
ら
せ
る
た
め
可
愛
想
だ
が
親
か
ら
離
し

た
の
は
出
発
四
十
六
日
も
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
輸
送
オ
リ
の
中
に

入
ら
な
い
と
餌
が
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
工
夫
し
た
こ
と
か
ら
、
も

う
す
っ
か
り
オ
リ
に
馴
れ
、
平
気
で
入
り
、
座
り
こ
ん
で
く
れ
る

ま
で
に
も
な
っ
て
く
れ
た
。

さ
て
、
出
発
の
前
の
日
、
「
こ
こ
ま
で
馴
れ
て
い
る
の
な
ら
明

朝
で
も
間
に
あ
う
の
で
は
」
と
い
う
多
数
意
見
も
あ
っ
た
が
、
用

心
を
踏
ん
で
そ
の
前
日
夜
、
輸
送
オ
リ
に
収
容
す
る
作
業
を
は
じ

め
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
あ
れ
だ
け
中
に
入
り
こ
ん
で
い
た
キ
リ
ン

は
頑
と
し
て
オ
リ
に
近
づ
か
ず
逃
げ
回
り
と
う
と
う
強
制
的
に
収

容
し
た
の
は
夜
の
十
時
す
ぎ
に
も
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。

ざ
と

そ
の
別
れ
の
日
を
悟
っ
た
キ
リ
ン
の
児
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
こ

み
、
八
頭
の
親
兄
弟
に
見
送
ら
れ
、
動
物
園
を
あ
と
に
旅
立
っ
た

の
が
昭
和
五
十
一
年
七
月
十
六
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
満
四
カ
月
の
の
ち
奇
偶
に
も
十
一
月
の
同
じ
十
六
日
。
キ

リ
ン
の
返
礼
に
と
オ
オ
ヤ
マ
ネ
コ
ひ
と
番
。
タ
ン
チ
ョ
ゥ
ヅ
ル
ひ

と
番
が
十
六
日
に
出
発
空
路
到
着
し
た
の
だ
っ
た
。
東
北
地
方
で

捕
獲
さ
れ
た
と
き
は
生
後
一
カ
月
。
そ
の
後
人
工
で
育
て
ら
れ
た

と
あ
っ
て
少
々
の
雑
踏
に
も
平
気
に
二
頭
で
じ
ゃ
れ
あ
う
か
と
思

え
ば
突
然
前
伏
せ
、
は
た
と
静
止
、
何
か
を
狙
い
は
じ
め
た
。
そ

の
視
線
に
は
園
内
放
し
飼
い
の
ホ
ロ
ホ
ロ
チ
ョ
ウ
に
鳩
や
ス
ズ
メ

そ
れ
に
動
物
舎
に
う
ろ
つ
く
ネ
ズ
ミ
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
中
国

語
に
よ
る
飼
育
方
法
説
明
を
記
せ
ば
、
中
国
北
部
産
。
高
山
の
密

林
で
単
独
か
数
頭
で
住
む
。
朝
・
夕
に
活
動
し
春
に
交
配
。
約
六

十
一
一
日
で
一
一
ｌ
三
子
を
生
む
。
エ
サ
は
新
鮮
な
牛
、
羊
、
兎
、
鶏

肉
を
与
え
、
骨
粉
や
少
々
食
物
も
与
え
る
こ
と
。

体
長
お
よ
そ
一
米
、
尾
は
短
か
く
十
五
セ
ン
チ
位
。
体
重
二
十

’
二
十
五
キ
ロ
。
八
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
Ｖ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



鍵
●
Ｋ
・
Ｆ
。
Ｓ
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ロ
ン

１
１１９
１
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亀井一成さん

●今。人々が求めているのは“自由，，の ンａ
口
欧
州
（
ロ
ン
ド
ン
・
パ
リ
）
研
修
旅
行
よ
り

ＦＫ
９
日
“
焔
日
、
こ
こ
は
ロ
ン
ド
ン
の
中
心
地
、
ピ
カ

余
デ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
よ
り
５
分
の
ス
イ
ス
セ
ン
タ
ー

粥
２
Ｆ
に
在
す
る
〃
ア
ラ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ー
↓
ク
ー
ル
″
へ
私
ど
も
神
戸
美
容
専
門
学
院
の
生
徒
達

》
を
連
れ
、
研
修
し
て
お
り
ま
す
。

壬
現
在
ロ
ン
ド
ン
で
は
ア
ラ
ン
ス
ク
ー
ル
と
サ
ッ
ス

す
－
ン
ス
ク
ー
ル
が
美
容
界
で
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
し

や
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
国
家
試
験
が
無
く
本
当
に
実

峰
封
や
械
癖
銀
蝿
髭
が
率
拒
唾
画
奉
譲
程
外
人
学
級
で

研
修
は
毎
日
学
校
の
募
集
す
る
実
際
の
お
客
様
を

現
使
っ
て
行
う
の
で
非
常
に
実
力
が
つ
く
よ
う
で
ぁ

峨
紳
縦
鴫
》
無
恥
鯛
飛
Ⅷ
騨
撫

”
１
組
合
）
の
ニ
ュ
ー
ラ
イ
ン
発
表
の
た
め
、
。
ハ
リ
・
モ

１
月
例
会
八
本
年
よ
り
金
暇
日
に
開
き
ま
す
Ｖ

１
月
辿
日
八
金
Ｖ
午
後
６
時
部
分
よ
り
９
時

新
年
会
／
於
Ｉ
北
京
樫

講
師
／
亀
井
一
成
氏
八
王
子
動
物
園
学
芸
員
Ｖ

テ
ー
マ
「
動
物
界
の
顔
役
た
ち
」

会
費
／
￥
５
，
０
０
０

パリの藤金やす子さん

コウベファッションソサエティ

ン
マ
ル
ト
ル
、
ホ
テ
ル
シ
ェ
ラ
ト
ン
０
２
に
い
ま

す
。
今
期
病
１
Ｗ
秋
ｌ
冬
の
ニ
ュ
ー
ラ
ィ
ン
、
命
名

は
〃
リ
バ
テ
ィ
″
こ
の
ニ
ュ
ー
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
ス

テ
ル
ン
会
長
は
現
在
の
人
々
が
求
め
て
い
る
も
の
は

「
自
由
」
で
あ
る
。

今
や
自
由
の
時
代
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ

ー
テ
ィ
で
あ
れ
、
エ
レ
ガ
ン
ト
で
あ
れ
メ
カ
ニ
ッ
ク

で
あ
れ
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
あ
れ
、
そ
れ
は
求
め
る

人
々
の
自
由
で
あ
る
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
私
は
す

ご
く
共
鳴
し
ま
し
た
。

世
界
か
ら
集
っ
た
Ｓ
・
Ｈ
・
Ｃ
。
Ｆ
メ
ン
バ
ー
と

共
に
三
日
間
の
研
修
を
終
え
ド
ゴ
ー
ル
空
港
よ
り
再

度
ロ
ン
ド
ン
ス
イ
ス
セ
ン
タ
ー
研
修
を
経
て
加
月
８

日
午
後
２
時
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
よ
り
帰
路
東
京
へ
⑨

慧１１
２
月
例
会

２
月
岨
日
八
金
Ｖ
午
後
６
時
鉛
分

講
師
／
大
谷
武
司
氏
八
神
戸
新
聞
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
調
査
部
長
Ｖ

「
新
し
い
消
費
者
層
に
つ
い
て
」
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●
兵
度
県
の
文
化
を
育
て
た
人
に

「
と
も
し
び
の
賞
」

贈
ら
れ
る

｢ ともしびの賞」を坂井知事から受ける人々・県民会館1 1 Ｆホールで。

霧
暁

口話題のひろば

Ｉ

;蝿

０
１
２
１
１

今
年
度
の
「
と
も
し
び
の
賞
」
の
受

賞
者
が
決
ま
り
、
第
２
回
「
と
も
し
び
の

賞
」
贈
呈
式
が
ｎ
月
詑
日
（
金
）
午
後
１

時
釦
分
か
ら
県
民
会
館
ｎ
階
ホ
ー
ル
で

賞
の
贈
呈
と
受
賞
祝
賀
会
が
開
か
れ
た

挨
拶
に
立
っ
た
坂
井
時
忠
兵
庫
県
知

事
は
「
本
当
に
地
道
に
兵
庫
県
の
文
化

を
守
り
育
て
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
」
と
、
人

４
団
体
を
表
彰
し
た
。

今
年
の
受
賞
者
は
西
田
徳
次
（
有
馬

人
形
筆
の
製
作
の
継
承
と
後
継
者
の
育

成
）
芦
の
芽
グ
ル
ー
プ
ー
芦
屋
（
昭
和

弱
年
以
来
文
化
財
の
調
査
研
究
、
指
導

な
ど
に
貢
献
）
麦
わ
ら
音
取
保
存
会
ｌ

伊
丹
（
文
化
遺
産
麦
わ
ら
音
取
を
復
活

さ
せ
る
）
阪
上
文
夫
Ｉ
宝
塚
（
郷
土
史

の
研
究
に
よ
る
著
書
や
論
文
の
発
表
）

木
村
栄
次
Ｉ
明
石
（
短
歌
の
創
作
や
明

石
文
庫
の
主
宰
）
杉
原
紙
研
究
会
Ｉ
多

可
郡
加
美
町
（
古
い
歴
史
を
も
つ
杉
原

紙
の
復
元
と
民
芸
品
の
創
造
）
井
上
一

夫
Ｉ
竜
野
（
西
播
文
学
界
の
設
立
）
中

上
実
Ｉ
家
島
（
郷
土
史
研
究
遺
跡
の
発

掘
調
査
）
溝
尻
頴
吉
Ｉ
日
高
町
（
日
高

美
術
協
会
結
成
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）

柏
村
儀
作
Ｉ
生
野
町
（
生
野
史
の
研
究

遺
跡
の
発
掘
）
中
山
正
一
一
Ｉ
篠
山
町
（
図

書
館
活
動
に
専
念
、
郷
土
史
研
究
）
臼

井
芳
郎
Ｉ
氷
上
町
（
郷
土
史
研
究
、
丹

波
布
の
復
興
と
技
術
保
存
）
と
も
し
び

会
Ｉ
洲
本
（
淡
路
で
の
演
劇
活
動
）
木

下
久
市
Ｉ
南
淡
町
（
人
形
浄
瑠
璃
の
保

存
と
後
継
者
の
育
成
、
壇
尻
歌
）
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１

口話題のひろぱ

Ⅱ

話
題
を
呼
ぶ
映
画
館
や
書
店

⑧
「
ニ
ュ
ー
セ
ン
タ
ー
」
ビ
ル
オ
ー
プ
ン

セ
ン
々
〈
１
‐
街
に
新
風

セ
ン
タ
ー
街
に
新
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ビ
ル
が
完
成
し
、
十
二
月
三
日
完
工

記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
五
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。
こ
の
ピ
ル
は
神
戸
市
都
市
計

画
局
と
地
元
の
三
宮
第
二
防
災
建
築
街

区
造
成
組
合
（
米
崎
岩
雄
理
事
長
）
が

事
業
を
進
め
て
き
た
も
の
で
、
昨
年
の

七
月
よ
り
着
工
さ
れ
た
。

こ
の
ビ
ル
は
「
ニ
ュ
ー
セ
ン
タ
ー
」

と
名
付
け
ら
れ
、
地
下
一
階
に
は
、
書

店
、
一
階
は
従
来
の
専
門
店
街
、
二
階

か
ら
四
階
に
ダ
イ
エ
ー
（
三
月
オ
ー
プ

ン
予
定
）
、
五
、
六
階
が
映
画
館
二
館
と

な
っ
て
お
り
、
七
、
八
階
は
同
ピ
ル
の

事
務
所
、
倉
庫
と
い
っ
た
構
成
。

米
崎
理
事
長
は
「
昭
和
四
十
二
年
に

防
災
建
築
街
区
の
指
定
を
う
け
て
約
十

年
か
か
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
で

ど
う
な
る
か
と
心
配
で
し
た
が
、
一
応

理
想
の
も
の
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
テ
ナ
ン
ト
が
入
る
か

と
い
う
点
が
一
番
気
に
な
り
ま
し
た
が

有
力
な
方
々
に
入
っ
て
も
ら
え
、
若
い

人
た
ち
に
人
気
を
呼
ぶ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
」
と
熱
っ
ぽ
く
語
る
・
各
店
の
内
装

も
近
代
的
な
ム
ー
ド
で
親
し
み
易
い
。

セ
ン
タ
ー
街
の
山
側
は
「
さ
ん
プ
ラ
ザ
」

「
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
」
そ
れ
に
現
在
工

事
中
の
ピ
ル
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ピ
ル
が

一
連
と
な
り
、
南
側
の
ヨ
ュ
ー
セ
ン

タ
ー
」
と
も
将
来
、
渡
り
橋
に
よ
っ
て

連
結
さ
れ
る
予
定
だ
。
こ
の
ビ
ル
の
オ

ー
プ
ン
に
よ
っ
て
周
辺
の
近
代
ビ
ル
化

へ
大
き
く
前
進
し
た
よ
う
で
あ
る
。

2１

1 2 月５日に行われた「ニユーセンター」ビル完成記念のテープカツト（写真提供/ 神戸新聞社）
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カ
ナ
デ
イ
ア
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
ガ
ク
セ
イ
カ
ブ
キ

仮
名
手
庵
歌
舞
伎

吉
例
興
行

霞

２
１
２
１
１

「
法
」
れ
が
神
戸
の
街
の
特
色
だ
な
」

文
化
ホ
ー
ル
の
ｎ
月
肥
日
の
情
景
を
見

力
ナ
デ
イ
ア
ン

て
そ
う
思
っ
た
。
演
し
物
は
仮
名
手
庵

歌
舞
伎
。
本
格
的
歌
舞
伎
を
カ
ナ
デ
ィ

ア
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
六
甲
長
峰
台
）

の
外
人
生
徒
た
ち
が
、
時
に
威
勢
よ
く
、

時
に
歌
う
よ
う
な
節
ま
わ
し
で
演
じ
、

外
人
日
本
人
混
じ
っ
て
熱
心
に
観
劇
。

海
野
光
子
先
生
ｌ
大
正
三
年
に
カ

ナ
ダ
人
の
宣
教
師
が
創
立
し
た
日
本
有

数
の
外
国
人
学
校
の
た
っ
た
一
人
の
日

本
人
教
師
。
そ
の
海
野
先
生
の
指
導
で

も
う
六
回
を
迎
え
た
吉
例
仮
名
庵
歌
舞

伎
が
初
め
て
学
外
で
公
演
し
た
の
だ
。

「
せ
め
て
衣
裳
を
つ
け
て
舞
台
稽
古
が

で
き
た
ら
…
…
い
つ
も
当
日
初
め
て
衣

裳
を
着
る
と
い
う
状
態
だ
か
ら
一
日
目

（
訂
日
）
は
や
っ
ぱ
り
散
々
だ
っ
た
ん

で
す
よ
」
緊
張
と
慣
れ
ぬ
重
い
衣
裳
、

小
道
具
…
…
コ
チ
コ
チ
に
な
っ
た
。
連

日
の
深
夜
ま
で
の
稽
古
の
成
果
が
出
た

の
は
二
日
目
と
か
。
「
う
ち
の
歌
舞
伎

は
美
し
さ
と
熱
意
で
は
ど
こ
に
も
負
け

な
い
で
す
ね
。
演
技
も
高
い
も
の
を
目

指
し
て
ま
す
し
…
…
」
何
と
素
晴
し
い

若
者
た
ち
だ
ろ
う
か
と
教
師
が
生
徒
を

尊
敬
で
き
る
な
ん
て
私
は
幸
せ
で
す
と

目
を
光
ら
せ
て
語
る
海
野
先
生
。
「
ジ

ェ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
」
な
ん
て
声
が
か
か
る

舞
台
を
見
な
が
ら
、
ロ
ビ
イ
で
売
っ
て

た
手
づ
く
り
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ

を
食
べ
て
「
助
六
」
「
弁
天
小
僧
」
の
歌

舞
伎
十
八
番
を
見
る
な
ん
て
、
こ
い
つ

ぁ
文
句
を
い
え
ま
す
め
ぇ
。

ケン・エリス、ボブ・エルダー、ロス・グリヤ（左から）演じるところの「弁天小僧」（写真上）
とボブ・エルダー、ハイジ・ジュレッファー、ロス・グリヤ（左から）のｒ助六」（写真下）

唱憩

口話題のひろば

蕊 |Ⅲ

鍵
騨蕊灘

●
知
ら
ざ
あ
い
っ
て
き
か
せ
や
し
よ
う

花
の
神
戸
の
外
人
若
衆
た
ち

；
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口話題のひろば

Ⅳ

言

神
戸
は
中
山
手
に
あ
る
「
ア
ル
バ
ト

ロ
ス
」
の
え
り
ち
ゃ
ん
と
ナ
ベ
さ
ん
の

ト
リ
オ
が
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ジ
ャ
ズ

リ
サ
イ
タ
ル
を
開
い
た
。
と
書
け
ば
仲

間
内
の
呼
び
名
に
な
る
が
、
そ
ん
な
い

い
ま
わ
し
が
ぴ
っ
た
り
の
会
。

そ
れ
は
坦
月
３
日
の
夜
の
こ
と
。

「
抱
き
し
め
た
い
こ
の
ひ
と
と
き
」

員
伊
具
》
の
画
且
○
『
の
菌
ご
ロ
日
ロ
﹈
四
間
ご
と

い
う
白
い
タ
イ
ト
ル
が
美
し
い
ラ
イ
ト

を
あ
び
、
布
引
の
滝
に
ち
な
ん
で
芸
名

を
つ
け
た
と
い
う
滝
え
り
子
は
、
ス
イ

ー
ト
で
ム
ー
デ
ィ
な
歌
声
を
神
戸
文
化

ホ
ー
ル
（
小
）
の
会
場
に
響
か
せ
て
観
客

を
魅
惑
し
た
。
鍋
島
直
拠
の
ピ
ア
ノ
と

パ
イ
プ
。
竹
内
郁
夫
の
ド
ラ
ム
。
田
中

政
好
の
ベ
ー
ス
。
そ
し
て
プ
ラ
ス
ワ
ン

の
ゲ
ス
ト
は
ピ
ア
ノ
の
宮
原
透
。

演
出
／
若
林
輝
雄
、
照
明
／
林
啓
介
、

司
会
は
小
山
乃
里
子
。

こ
の
日
の
た
め
に
と
ブ
ル
ー
、
ピ
ン

ク
、
パ
ー
プ
ル
、
ブ
ラ
ッ
ク
と
４
着
の

ド
レ
ス
を
チ
ェ
ン
ジ
し
た
え
り
ち
ゃ
ん

は
、
「
ア
ゲ
イ
ン
」
や
「
マ
イ
フ
ァ
ニ
ー

バ
レ
ン
タ
イ
ン
」
「
慕
情
」
な
ど
古
き
良

き
時
代
の
レ
パ
ー
ト
リ
ィ
の
数
々
を
歌

い
宮
原
透
作
曲
の
「
ナ
ベ
さ
ん
の
た
め

の
ブ
ル
ー
ス
」
や
「
キ
ュ
ー
ト
」
な
ど

を
鍋
島
ト
リ
オ
が
演
奏
。
田
中
政
好
さ

ん
の
「
マ
ッ
ク
ザ
ナ
イ
フ
」
な
ど
手
な

れ
た
も
の
。

「
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
」
の
店
内
で
楽
し
む

と
き
と
違
っ
た
ス
テ
ー
ジ
の
リ
ラ
ッ
ク

ス
・
ス
イ
ン
グ
ぶ
り
は
、
の
び
や
か
で
神

戸
ら
し
い
雰
囲
気
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

３
１
２
１
１

キ
ュ
ー
ト
な
歌
声
で

滝
え
り
子

鍋
島
直
和
ト
リ
オ

ジ
ャ
ズ
リ
サ
イ
タ
ル
開
く

M 鑑鯉鍵亜鑑溌剣錨鍵鑑鎧鍵噌

③
Ｆ
①
竜
、
国
昌
○
割
、
冒
冒
邑
圏
局
邑
雪
僅
目
．

ムーディなナンバーをのびやかに唄う滝えり子と鍋島直覗トリオの演奏風景
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‐
瀞
●
誤
異
喉
巽
琵
薄
薄
健
震
撰
嫁
・
訂
蕊
監
薄
薙
蚤
殻
静
騨
空
」
埋
寄
鴫
溝
富
洋
鴬
琶
零
電
勢
勇
ｕ
》
爵
鍛
峯
暗
群
理
窟
翌
牌
曹
謡

ﾛ ﾌ ｧｯｼｮﾝﾚﾎｰﾄポﾝブｭｰｰﾙ｡クレージュ／ 藤本ハルミ

パ
リ
に
さ
き
が
け
て
発
表
し
た
と
い
わ
れ
る
ア
ン
ド
レ
・
ク
レ
ー
ジ
ュ
氏
の
両
春
夏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

一
言
で
い
え
ば
、
シ
ン
プ
ル
＆
イ
ー
ジ
ー
＆
ス
ポ
ー
テ
ィ
ブ
で
あ
っ
た
。

タ
ー
コ
イ
ズ
ブ
ル
ー
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
レ
ッ
ド
、
ピ
ン
ク
、
レ
モ
ン
イ
エ
ロ
ー
、
グ
リ
ー
ン
等
々
ク
ー

ル
で
澄
み
き
っ
た
ブ
リ
リ
ア
ン
・
ト
ー
ン
は
実
に
鮮
か
で
、
今
年
の
芥
川
賞
に
〃
限
り
な
く
透
明
に
近
い

ブ
ル
ー
〃
と
い
う
名
の
も
の
が
あ
っ
た
が
正
に
透
明
に
近
い
ブ
ル
ー
で
あ
り
ピ
ン
ク
で
あ
り
マ
ル
チ
ヵ
ラ

ー
で
あ
っ
た
。

ミ
ー
ー
を
世
界
中
に
は
や
ら
せ
た
ク
レ
ー
ジ
ュ
氏
は
パ
リ
の
男
性
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
中
で
は
ま
れ
に
み
る
ノ

ー
マ
ル
で
健
康
的
な
精
神
の
持
主
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
彼
の
作
品
を
見
て
い
る
と
彼
の
表
現
し
よ
う

と
す
る
世
界
は
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
け
む
っ
た
パ
リ
の
風
景
で
は
な
く
、
そ
れ
は
南
仏
ニ
ー
ス
の
紺
碧
の
空

の
も
と
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
生
命
の
讃
歌
、
色
彩
の
饗
宴
と
も
い
う
べ
き
で
、
明
る
い
青
春
が
あ
ふ

れ
、
見
る
人
に
生
き
る
喜
び
と
限
り
な
き
未
来
を
信
じ
る
勇
気
を
あ
た
え
て
く
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

シ
ョ
ー
は
コ
ミ
カ
ル
に
描
い
た
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
か
ら
ス
チ
ュ
ァ
ー
デ
ス
、
機
長
、
お

し
ゃ
れ
な
お
客
様
が
次
々
と
降
り
て
く
る
と
い
っ
た
場
面
か
ら
始
ま
っ
て
避
暑
地
の
海
辺
や
山
荘
、
ス
ポ

ー
ツ
場
面
で
は
テ
ニ
ス
、
乗
馬
、
ス
キ
ー
、
ホ
ッ
ケ
ー
、
サ
ー
フ
ィ
ン
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
．
．
．

…
Ｅ
Ｔ
Ｃ
、
は
て
は
決
闘
、
交
通
事
故
迄
あ
ら
わ
れ
て
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
と
と
も
に
タ
ン
カ
を
持
っ
た

看
護
人
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
っ
た
正
に
生
活
そ
の
も
の
を
舞
台
に
二
百
点
近
い
作
品
が
オ
ム
ー
ー
バ
ス
な
ド

ラ
マ
を
見
せ
て
く
れ
た
。

素
材
は
コ
ッ
ト
ン
と
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
ギ
ラ
ギ
ラ
光
る
布
が
印
象
に
残
っ
た
が
、
ど
の
ド
レ
ス
も
人

の
体
を
拘
束
せ
ず
人
間
が
何
か
を
や
る
た
め
の
そ
の
目
的
に
一
番
ふ
さ
わ
し
い
衣
類
と
い
う
原
則
を
は
っ

１
１２４
１

阿

ａｎｄｒ昼ｃｏｕｒｒｅｇｅｓ
－

蕊

織鍵蕊
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唖
噛宅

＃

議
蝿
蕊

き
り
と
見
せ
て
く
れ
た
よ
う
に
思
う
。

こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
彼
は
「
私
は
自
分
を
服
飾
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
だ
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
。
土
木
建
築
や
自
動
車
、
そ
の
他
に
も
沢
山
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
の
作
る

服
は
私
の
持
ち
味
を
生
か
し
た
も
の
で
そ
れ
は
環
境
の
一
部
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
環
境
を
も
と
に
し
て
新
し
い
も
の
が
生
れ
ど
う
い
う
服
が
今
の
環
境
に
合
う
か
を
考
え
な
が
ら

服
を
作
り
出
し
て
い
る
の
で
す
。

現
代
は
テ
ン
ポ
も
早
く
ア
ク
テ
ィ
ブ
で
す
。
そ
れ
に
必
要
な
も
の
は
行
動
し
や
す
く
明
る
い
も
の
だ
と

思
う
の
で
す
。
そ
の
中
で
こ
そ
女
性
は
美
し
い
の
で
す
。
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

今
パ
リ
の
プ
レ
タ
界
で
は
日
本
の
高
田
賢
三
、
三
宅
一
生
、
山
本
寛
斉
と
い
っ
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
達
が
東

洋
の
布
を
ま
と
い
つ
け
る
と
い
う
衣
生
活
の
感
覚
を
主
に
し
て
直
線
裁
ち
の
大
担
な
シ
ル
エ
ッ
ト
を
発
表

し
世
界
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
て
い
ま
す
が
諭
そ
れ
に
対
し
て
ク
レ
ー
ジ
ュ
こ
そ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
マ

ン
・
テ
ー
ラ
ー
か
ら
発
達
し
て
き
た
立
体
を
原
点
と
し
、
そ
の
延
長
線
上
の
ナ
ウ
な
ド
レ
ス
を
作
っ
て
い

る
人
物
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
…
。
だ
か
ら
こ
そ
東
洋
人
で
あ
る
私
は
彼
の
ケ
レ
ン
味
の
な
い
モ
ダ

ー
ー
ズ
ム
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

八
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
オ
ー
ナ
－
Ｖ

５
１
２
１
１
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四

●
神
戸
を
福
祉
の
町
に

シ
ア
ト
ル
市
に
は
多
く
の
日
系
人
が
住
ん
で
い
ま
す
。
私
は
シ

ア
ト
ル
滞
在
の
加
日
間
は
、
日
系
二
世
の
橋
口
さ
ん
宅
で
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
ご
主
人
は
ボ
ー
イ
ン
グ
と
い
う
飛
行
機
会
社
の

技
師
で
、
夫
人
は
洋
裁
学
校
の
教
師
で
す
。
二
人
の
娘
さ
ん
と
一
・

人
の
息
子
さ
ん
が
い
ま
す
が
、
一
人
の
娘
さ
ん
は
す
で
に
社
会
人

Ｉ
訓
一

●
神
戸
を
福
祉
の
町
に

小
畑
延
子
〈
篠
薙
擢
脇
６

ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
ひ
と
り
旅
八
３
Ｖ

シ
ア
ト
ル
の

日
系
人
た
ち

__二二必

に
な
り
独
立

し
て
ア
パ
ー

ト
で
生
活
し

妻
て
い
ま
す
。

畦
一
一
人
の
子
供

山母
た
ち
は
ワ
シ

他
ン
ト
ン
大
学

畦
の
学
生
で
寄

索
宿
舎
に
入

雲
り
、
橋
口
夫

塞
妻
の
隣
家
に

”
は
夫
人
の
お

↑
母
さ
ん
が
一

ノ却
人
で
住
ん
で

唾
い
ま
す
。
夫

垂
人
の
お
母
さ

ん酷
ん
は
、
誰
れ

橋
の
援
助
を
受 3７

６
１
２
１
１

け
な
く
と
も
、
亡
く
な
ら
れ
た
ご
主
人
の
年
金
と
、
自
分
自
身
が

か
な
り
長
く
働
い
て
き
た
年
金
と
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
ぜ
い
た

く
は
で
き
な
く
と
も
ご
く
普
通
の
生
活
が
で
き
る
程
度
の
給
付
が

保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
お
母
さ
ん
は
七
才
の
時
両
親
と
共
に
シ
ア
ト
ル
へ
や
っ
て

き
ま
し
た
。
外
来
者
が
社
会
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
て
も
ら
う

ま
で
に
は
相
当
の
苦
労
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
一
世
達
は
血
の
に

じ
む
よ
う
な
思
い
で
一
生
懸
命
働
き
ま
し
た
。
そ
し
て
娘
や
息
子

た
ち
に
は
高
等
教
育
を
受
け
さ
せ
ま
し
た
。
高
等
教
育
を
受
け
て

も
、
閉
鎖
的
・
排
他
的
で
な
か
な
か
思
う
よ
う
な
就
職
が
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
日
本
人
独
特
の
根
張
り
強
さ
と
、
コ
ッ

コ
ッ
と
積
み
上
げ
て
い
く
堅
実
さ
は
、
い
つ
の
間
に
か
優
秀
な
民

族
と
し
て
認
め
ら
れ
、
日
系
二
世
達
は
シ
ア
ト
ル
の
知
識
階
級
に

属
し
て
い
る
人
達
が
多
い
よ
う
で
す
。

シ
ア
ト
ル
に
は
明
治
会
と
い
う
一
世
達
の
集
り
が
あ
り
ま
す
。

明
治
生
れ
の
日
本
人
達
が
思
い
っ
き
り
日
本
語
を
話
し
、
花
札
等

の
日
本
独
特
の
ゲ
ー
ム
を
興
じ
、
昔
な
つ
か
し
い
歌
謡
曲
を
聞
い

て
、
日
本
食
に
舌
つ
づ
み
を
う
っ
て
半
日
を
過
ご
す
の
で
す
。
そ

れ
は
、
個
人
の
会
費
と
州
政
府
よ
り
の
援
助
を
受
け
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
彼
等
は
日
本
を
懐
し
ん
で
も
決
し
て
日
本
に
帰
り
た
い

と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
も
は
や
彼
等
に
と
っ
て
日
本
は
外
国
。

私
が
こ
の
明
治
会
で
書
道
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た

時
近
々
に
開
設
さ
れ
る
老
人
ホ
ー
ム
の
看
板
を
書
く
こ
と
を
頼
ま

れ
「
シ
ア
ト
ル
敬
老
ホ
ー
ム
」
と
墨
書
き
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

は
六
五
才
以
上
の
老
人
の
八
五
％
以
上
が
息
子
や
娘
た
ち
と
一
緒

に
生
活
せ
ず
、
老
人
だ
け
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人
の

独
立
精
神
は
日
系
一
世
達
に
も
浸
透
し
て
い
て
、
一
世
達
は
ど
ん

ど
ん
高
齢
化
し
、
連
れ
あ
い
に
先
だ
た
れ
、
あ
る
い
は
寝
た
つ
き

り
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
す
る
の
で
す
。

「
の
Ｃ
ａ
冨
○
目
旨
巴
で
は
な
く
、
「
お
は
よ
う
」
と
軽
や
か
な
日

本
語
で
日
系
一
世
達
の
お
世
話
を
し
よ
う
と
シ
ア
ト
ル
敬
老
ホ
ー

ム
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
な
か
な
か
日
本
語
を
話
す
職
員
が

な
く
、
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
ま
す
（
三
世
は
ほ
と
ん
ど
日

本
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
）
。
食
事
も
一
日
三
食
の
一
回
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シアトルの明治会で書道の実演

蝦 棚蛎雛；蒲瀦繍繍
す伽どるら性もで。なよ者金かすず
･ いのと手もちはアわつのとら。日
かて人ほが青ろ男メれて保、の州本

９
Ｗ
可
『
て
こ
、
完
〆
や
●
罰
押

な
り
高
齢
に
な
る
ま
で
：
。
：
．
。
入
所
者
の
保
険
と
い
う
の
は
、
働

い
て
い
た
時
に
積
み
立
て
て
い
た
も
の
、
日
本
の
厚
生
年
金
に
あ

た
る
も
の
で
す
が
、
保
険
の
な
い
人
は
、
州
政
府
よ
り
援
助
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
七
階
建
の
シ
ア
ト
ル
市
内
を
一
望
で
き
る
景
観

に
恵
ま
れ
た
「
か
わ
い
記
念
ハ
ウ
ス
」
と
い
う
低
所
得
層
の
老
人

ァ
。
ハ
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。
一
世
の
か
わ
い
さ
ん
と
い
う
方
の
遺
産

で
創
ら
れ
、
こ
こ
も
州
政
府
よ
り
の
援
助
を
受
け
て
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
人
つ
き
り
の
人
も
あ
れ
ば
、
夫
婦
連
れ
の
人
も
お

り
、
こ
こ
も
三
食
に
一
回
は
日
本
食
の
料
理
。
共
同
の
大
き
な
食

堂
と
、
ゆ
っ
た
り
し
た
応
接
間
と
洗
濯
場
が
あ
り
、
裏
庭
に
は
花

畑
、
野
菜
畑
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
高
齢
化
し
て
ゆ
く
一
世
達

へ
の
こ
れ
ら
の
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
は
ア
メ
リ
カ
二
百
年
の
開
拓

史
の
中
で
、
日
系
人
が
果
た
し
た
役
割
の
承
認
で
は
な
か
ろ
う
か

と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
、
ア
メ
リ
カ
独
特
の
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
で
は
「
一
人
暮
ら
し
の
老
人
、
死
後
三
日
間
も
発
見
さ
れ

ず
」
と
い
う
新
聞
の
見
出
し
を
、
私
達
は
よ
く
見
か
け
ま
す
。
こ

の
記
事
が
紹
介
さ
れ
た
時
、
新
聞
社
側
は
悲
惨
さ
を
訴
え
、
読
者

画９コ

は
憐
偶
の
情
を
持
ち
ま
す
。
私
は
い
つ
も
こ
の
種
の
記
事
を
読
ん

だ
時
、
誰
に
も
み
と
ら
れ
ず
、
世
を
去
っ
た
こ
の
老
人
は
本
当
に

不
幸
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
人
知
れ
ず
、
自
分
だ
け

の
世
界
で
最
後
の
息
を
ひ
き
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
か
え
っ

て
し
あ
わ
せ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
さ
え
思
う
の
で
す
。
ア
メ
リ

カ
の
老
人
は
一
人
つ
き
り
に
な
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
の
人
達
が
自
分

の
子
供
達
と
生
活
を
共
に
し
ま
せ
ん
。
私
が
滞
在
し
た
橋
口
さ
ん

の
主
人
の
お
父
さ
ん
も
晩
年
は
一
・
人
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
亡
く
な
ら
れ
た
三
日
目
に
そ
の
事
が
発
見
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
死
を
不
幸
な
出
来
ご
と
だ
と
思
う
人

は
あ
り
ま
せ
ん
。
問
題
は
、
一
人
で
死
ん
で
い
っ
た
か
、
家
族
に

み
と
ら
れ
て
死
を
迎
え
た
か
と
い
う
形
の
問
題
で
は
な
い
の
で

す
。
経
済
的
に
は
保
障
が
な
く
、
精
神
的
に
は
不
安
を
与
え
ら
れ

個
々
の
必
要
に
応
じ
た
施
策
が
な
さ
れ
て
い
な
い
日
本
で
は
、
や

は
り
一
人
暮
ら
し
の
老
人
は
し
あ
わ
せ
の
薄
い
人
た
ち
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
私
は
シ
ア
ト
ル
で
、
一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
数
人
の
老

人
に
会
い
ま
し
た
。
そ
の
内
の
何
人
か
は
活
発
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
日
系
一
世
の
人
は
、
敬
老
ホ

ー
ム
等
へ
行
っ
て
慌
惚
寸
前
の
人
に
優
し
く
日
本
語
で
呼
び
か
け

彼
等
の
意
識
を
呼
び
戻
す
の
で
す
。
老
人
ホ
ー
ム
も
子
供
達
の
施

設
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
盛
ん
で
す
。
「
い
ず
れ
、
自
分
達
も

老
人
に
な
る
か
ら
、
何
か
手
助
け
を
し
よ
う
」
ま
た
障
害
児
を
持

っ
た
親
は
「
同
じ
仲
間
同
士
だ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
ろ
う
」

ま
た
、
非
障
害
児
を
持
っ
た
親
は
、
「
私
達
は
幸
福
だ
か
ら
、
何

か
手
助
け
を
し
よ
う
」
と
ア
メ
リ
カ
人
達
は
こ
う
い
い
な
が
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
受
け
る
側
の
感
謝
と
喜
び
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
満
足

感
、
こ
の
相
互
の
関
係
が
大
変
に
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
す
。
私
が

出
会
っ
た
老
人
は
み
ん
な
生
き
生
き
し
て
い
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
人
は
感
謝
の
気
持
を
現
わ
す
こ
と
が
な
ん
と
上
手
な

の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
人
は
な
ん
と
上
手
に
、
自
分

達
の
生
き
が
い
を
見
つ
け
る
の
で
し
ょ
う
。
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